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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのローラブラインドウェブ（１０）と、前記ローラブラインドウェブ（
１０）を巻き取りかつ巻き出すための少なくとも１つの巻取チューブ（１２）とを備えた
、ローラブラインド装置であり、
　前記ローラブラインドウェブ（１０）は、両側方の境界部領域と、前記両側方の境界部
領域の間の本体部領域と、を有し、
　前記両側方の境界部領域のそれぞれは、前記ローラブラインドの延在方向に沿って延在
しかつ案内（２０）内を案内される、少なくとも１つの案内要素（１８）を有し、
　前記案内（２０）は前記ローラブラインドウェブ（１０）の巻き出し方向に沿って延在
する開口部を有し、前記ローラブラインドウェブ（１０）の前記少なくとも１つの案内要
素（１８）は前記案内（２０）内から前記ローラブラインドウェブ（１０）の巻き出し方
向に直交する方向に前記開口部を介しては外に出ることができない形で前記案内（２０）
内を前記ローラブラインドウェブ（１０）の巻き出し方向に沿って案内され、
　前記少なくとも１つの案内要素（１８）が、前記ローラブラインドウェブ（１０）に対
するスリップを防止するよう、少なくとも１つの第１の縫い目（３０）により前記ローラ
ブラインドウェブ（１０）の前記両側方の境界部領域内で前記ローラブラインドウェブ（
１０）に固定されることを特徴とするローラブラインド装置。
【請求項２】
　前記両側方の境界部領域に沿った前記ローラブラインドウェブ（１０）の両側方の外縁
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部（２２）のそれぞれが、前記ローラブラインドウェブ（１０）の前記本体部領域の方に
折り返され、前記両側方の境界部領域のそれぞれは、前記少なくとも１つの案内要素（１
８）が中に配置されたポケット（２４）を有する請求項１に記載のローラブラインド装置
。
【請求項３】
　前記両側方の境界部領域に沿った前記個々の外縁部（２２）が、少なくとも１つの第２
の縫い目（３６）により、前記ローラブラインドウェブ（１０）に接続される請求項２に
記載のローラブラインド装置。
【請求項４】
　前記案内要素（１８）が、可撓性材料から形成される請求項１～３のいずれか一項に記
載のローラブラインド装置。
【請求項５】
　前記案内要素（１８）が、平らな材料から形成される請求項１～４のいずれか一項に記
載のローラブラインド装置。
【請求項６】
　前記案内要素（１８）が、その長さに沿って、前記案内要素（１８）の長手方向を横切
る方向に多くの通路開口部（２８）を有し、前記第１の縫い目（３０）が、それぞれ、前
記通路開口部（２８）及び前記通路開口部の反対側にある前記ローラブラインドウェブ（
１０）の領域を通って進む請求項１～５のいずれか一項に記載のローラブラインド装置。
【請求項７】
　前記第２の縫い目（３６）が、まず、前記個々の外縁部（２２）を前記ローラブライン
ドウェブ（１０）に接続し、第二に、前記案内要素（１８）の前記通路開口部（２８）及
び前記通路開口部（２８）の反対側にある前記ローラブラインドウェブ（１０）の領域を
通って進む請求項３～６のいずれか一項に記載のローラブラインド装置。
【請求項８】
　前記第１の縫い目（３０）が、前記案内要素（１８）の前記通路開口部（２８）及び前
記通路開口部（２８）の反対側にある前記ローラブラインドウェブ（１０）の領域を通っ
て、かつ前記案内要素（１８）に隣接したローラブラインドウェブ領域を通って、前記第
２の縫い目（３６）の反対側を進む請求項７に記載のローラブラインド装置。
【請求項９】
　前記案内要素（１８ｃ）が、その長さに沿って、少なくとも１つの側方の窪み（３８ｃ
）を有し、前記第１の縫い目（３０ｃ）が、前記少なくとも１つの窪み（３８ｃ）内を進
み、前記少なくとも１つの窪み（３８ｃ）を直接覆う前記ローラブラインドウェブ（１０
ｃ）の領域をつなげる請求項２に記載のローラブラインド装置。
【請求項１０】
　前記案内要素（１８ｄ）に固締された多くの固締要素（４０ｄ）が、前記案内要素（１
８ｄ）の長さを横切る方向に延在し、前記固締要素が、前記案内要素（１８ｄ）の側方に
延在し、前記第１の縫い目（３０ｄ）が、前記多くの固締要素（４０ｄ）を前記ローラブ
ラインドウェブ（１０ｄ）に接続する請求項１に記載のローラブラインド装置。
【請求項１１】
　前記固締要素（４０ｄ）が、接着片を含む請求項１０に記載のローラブラインド装置。
【請求項１２】
　前記案内要素（１８）が、プラスチック又は金属材料、又はこれらの両方の組合せから
作製される請求項１～１１のいずれか一項に記載のローラブラインド装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ローラブラインド装置、特に車両用のローラブラインド装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　車両に使用されるローラブラインド装置は、たとえば、透明な車体構造面の下のサンシ
ェードとして、又はステーションワゴン内のトランクコンパートメント用カバーとして使
用されている。この種の装置は、一般に、一方の端部で巻取チューブに巻き取られ、かつ
巻取チューブの復元力により張力がかる、ローラブラインドウェブを有する。ローラブラ
インドウェブの他方の端部は、通常、電気駆動装置により又は手で動かし得るテンション
フレーム（ｔｅｎｓｉｏｎ　ｂｏｗ）に固締されており、この結果、ローラブラインドウ
ェブは、これに応じて伸張される又は再び巻き取られる。
【０００３】
　しかし、この種のローラブラインド装置のローラブラインドウェブは、テンションフレ
ームと巻取ローラとの間にのみ張力がかった場合に（たとえこの方向の張力が比較的高く
ても）、たとえばルーフ開口部がローラブラインドウェブにより一部分開放された場合に
、ローラブラインドウェブがばたばたと振動することがある。さらに、この種の実施形態
の場合に、ローラブラインドウェブの境界部に一般に存在する隙間は、見た目が余り良く
ないことがある。
【０００４】
　上記の欠点を克服するために、ローラブラインドウェブの延在方向に沿ってだけでなく
、これを横切る方向にも張力がかる、ローラブラインドシステムが公知である。
【０００５】
　このため、図１は、巻取チューブ１２によって巻き取られかつ巻き出される、したがっ
て２つの案内２０、２０に沿って移動可能な、ローラブラインドウェブ１０を備えた、従
来のローラブラインド装置を示している。巻取チューブ１２は、車体構造に固定された軸
受１４、１４を用いて回転可能に取り付けられ、巻取チューブと反対向きの、ローラブラ
インドウェブ１０の端部で、前記ローラブラインドウェブがテンションフレーム１６に固
締される。個々の案内要素１８、１８が、ローラブラインドウェブ１０の両側の案内２０
、２０内を案内され、ローラブラインドウェブ１０に接続され、また、これと共に巻取チ
ューブ１２に巻き取られ得る。この場合、両側の案内要素１８、１８は、ローラブライン
ドウェブ１０は開口部（図示せず）を通って案内２０から出ることができるが、２つの案
内要素１８、１８は出ることができないような形で、案内２０、２０内を案内される。ロ
ーラブラインドウェブの幅と比べて、ローラブラインドウェブ１０の２つの外縁部２２、
２２にある２つの案内２０、２０の間に適切な距離がある場合、ローラブラインドウェブ
自体に、たとえばローラブラインドウェブがばたばたと振動することが回避されるような
形で、延在方向を横切る方向に張力がかり得る。これは、ローラブラインドウェブ１０が
、車両ルーフの領域内のルーフ開口部への光を遮るよう役立ち、ルーフ開口部が一部分開
放されて、通風がローラブラインドウェブ１０に当たり得る場合に特に好ましい。
【０００６】
　図２は、案内要素１８を備えたローラブラインドウェブ１０を示す詳細図である。案内
要素１８は、可撓性の平らな材料を有し、この平らな材料１８は、ローラブラインドウェ
ブ１０から形成されたポケット２４の中に配置される。この場合、ローラブラインドウェ
ブ１０の側方の境界部領域に沿った外縁部２２が、ローラブラインドウェブ１０の中央の
領域の方に折り返され、次いで、外縁部２２が、縫い目２６によりローラブラインドウェ
ブ１０に固締される。
【０００７】
　これにより、案内要素１８が、ポケット２４の中で自由に移動できるようになり、また
所望の位置から変位できるようになるという問題が生じ、したがって、ローラブラインド
ウェブを困難なく操作できなくなるという問題が生じる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、本発明の目的は、１つ又は複数の案内要素のスリップが回避される、改良
されたローラブラインド装置を提供することである。
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【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的は、請求項１の特徴により達成される。本発明を改良するさらなる特徴は、従
属請求項に含まれている。
【００１０】
　本発明は、ローラブラインドウェブに対するスリップを防止するよう、第１の縫い目に
よりローラブラインドウェブの側方の境界部領域内で、案内要素をローラブラインドウェ
ブに固定するという概念に基づくものである。
【００１１】
　本発明のさらなる改良形態においては、側方の境界部領域に沿ったローラブラインドウ
ェブの側方の外縁部が、ローラブラインドウェブの中央の領域の方に折り返され、この側
方の境界部領域が、それぞれ、少なくとも１つの案内要素が中に配置されたポケットを有
する。これは、案内要素が、ローラブラインドウェブの材料によって保護されるようにな
るという利点を有する。
【００１２】
　側方の境界部領域に沿った個々の外縁部が、少なくとも１つの第２の縫い目により、ロ
ーラブラインドウェブに接続されることがさらに好ましい。この利点は、ポケットが側方
で閉じられるため、案内要素がさらに保護されることである。
【００１３】
　案内要素は、可撓性材料から形成されることが好ましい。これは、案内要素が、容易に
巻取チューブに巻き取られ得る又は巻取チューブから巻き出され得るという利点を有する
。
【００１４】
　案内要素は、平らな材料から形成されることがさらに好ましい。これにより、まず、巻
取り操作及び巻き出し操作が容易となり、この結果、第二に、巻き取られた状態の案内要
素に必要な空間が比較的小さくなる。
【００１５】
　案内要素は、その長さに沿って、案内要素の長手方向を横切る方向に多くの通路開口部
を有することが好ましく、第１の縫い目は、それぞれ、通路開口部及び通路開口部の反対
側にあるローラブラインドウェブの領域を通って進む。これは、第１の縫い目が案内要素
により容易に案内され得るので、案内要素がローラブラインドウェブに固定されるという
利点を有する。
【００１６】
　第２の縫い目は、まず、ローラブラインドウェブに個々の外縁部を接続し、第二に、案
内要素の通路開口部及び通路開口部の反対側にあるローラブラインドウェブの領域を通っ
て進むことがさらに好ましい。これは、縫い目が、側方でポケットを閉じ、案内要素を固
定するという利点を有する。
【００１７】
　第１の縫い目は、案内要素の通路開口部及び通路開口部の反対側にあるローラブライン
ドウェブの領域を通って、かつ案内要素に隣接したローラブラインドウェブ領域を通って
、第２の縫い目の反対側を進むことがさらに好ましい。したがって、第１の縫い目により
案内要素がさらに固定される。
【００１８】
　本発明のさらなる改良形態においては、案内要素は、その長さに沿って、少なくとも１
つの側方の窪みを有し、第１の縫い目は、少なくとも１つの窪み内を進み、少なくとも１
つの窪みを直接覆うローラブラインドウェブの領域をつなげる。
【００１９】
　本発明のさらなる改良形態においては、案内要素に固締された多くの固締要素が、案内
要素の長さを横切る方向に延在し、前記固締要素は案内要素の側方に延在し、第１の縫い
目が、多くの固締要素をローラブラインドウェブに接続する。この場合、案内要素は、通
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路開口部又は窪みを有する必要がなく、これにより、ローラブラインド装置の生産及び組
立が簡単なものになる。
【００２０】
　固締要素は、接着片を含むことがさらに好ましい。これは、ローラブラインド装置の生
産及び組立を簡単なものにすることにさらに寄与する。
【００２１】
　本明細書においては、案内要素は、プラスチック材料又は金属材料、又はこれらの両方
の組合せから作製されることが好ましい。
【００２２】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態についてより詳細に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　図３は、案内要素１８が中に配置された案内２０を示す断面図であり、この案内要素１
８は、案内要素１８の長手方向を横切る方向に通路開口部２８を有する。案内要素１８は
、ローラブラインドウェブ１０の側方の境界部領域によって囲まれ、ローラブラインドウ
ェブ１０は、ポケット２４を形成する。図から分かるように、この側方の境界部領域は、
案内要素１８を中心として２回折り返される。参照符号３２は、ここでは、ローラブライ
ンドウェブを折り返すことによって作製された縁部である。参照符号２２は、ローラブラ
インドウェブ１０の外縁部である。
【００２４】
　縫い目３０が、通路開口部２８を通って、かつ通路開口部２８の反対側にあるローラブ
ラインドウェブ１０の領域を通って進む。
【００２５】
　したがって、案内要素１８が、まず、ローラブラインドウェブ１０に固定され、第二に
、ポケット２４が、通路開口部２８の反対側にある、即ち通路開口部２８の「上」及び「
下」にある、ローラブラインドウェブ１０の領域をつなげる縫い目３０によって固定され
る。
【００２６】
　図５は、図３に例示されている案内要素１８を示す平面図である（案内２０は例示され
ていない）。案内要素１８は、ポケット２４の中に配置され、このポケット２４は、ロー
ラブラインドウェブ１０の側方の境界部領域を折り返すことによって形成される。折り返
された縁部は、図５に参照符号３２で例示され、ローラブラインドウェブ１０の外縁部は
、参照符号２２で例示されている。
【００２７】
　案内要素１８内の通路開口部２８がはっきりと見える。通路開口部２８は、ここでは矩
形の開口部として例示されているが、たとえば、円形、楕円形、正方形などの、他の任意
の形態も考えられる。通路開口部２８の正反対にあるローラブラインドウェブ１０の領域
をつなげる縫い目３０は、通路開口部２８内を進む。例示されている例においては、縫い
目３０は、連続した縫い目である。即ち、縫い目は、１つの通路開口部２８から次の通路
開口部２８へと「ジャンプする」。しかし、専用の縫い目が、それぞれの通路開口部２８
内を進み、隣接した通路開口部２８の縫い目に接続されないことも考えられる。
【００２８】
　したがって、案内要素１８は、ローラブラインドウェブ１０に対するスリップを防止す
るよう、縫い目３０によりローラブラインドウェブ１０に永久に固定される。
【００２９】
　図５に例示されている例においては、案内要素１８は、バネ鋼から構成される。しかし
、たとえば、プラスチック又は材料の組合せなどの、他の材料も考えられる。
【００３０】
　図４は、本発明のさらなる実施形態を示している。
【００３１】
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　ここでは、同一の要素は同じ参照符号によって識別されるが、区別するために、小文字
によって識別される。
【００３２】
　図４は、案内要素１８ａが中に配置された案内２０ａを示す断面図であり、案内要素１
８ａは、案内要素１８ａの長手方向を横切る方向に通路開口部２８ａを有する。案内要素
１８ａは、ローラブラインドウェブ１０ａの側方の境界部領域によって囲まれ、ローラブ
ラインドウェブ１０ａは、ポケット２４ａを形成する。
【００３３】
　縫い目３０ａが、通路開口部２８ａを通って、かつ通路開口部２８ａの反対側にあるロ
ーラブラインドウェブ１０ａの領域を通って進む。
【００３４】
　図６は、図４に例示されている案内要素１８ａを示す平面図である（案内２０ａは例示
されていない）。
【００３５】
　図５とは異なり、ポケット２４ａは、外縁部２２ａを簡単に折り返すことによって形成
され、外縁部２２ａは、第２の縫い目３６ａによりローラブラインドウェブ１０ａに接続
される。
【００３６】
　図７は、本発明のさらなる実施形態を示している。
【００３７】
　この場合、縫い目３６ｂが、まず、ポケット２４ｂが形成されるよう外縁部２２ｂをロ
ーラブラインドウェブ１０ｂに接続し、第二に、縫い目３６ｂがまた、これも通路開口部
２８ｂを通って進む縫い目３６ｂによりローラブラインドウェブ１０ｂに案内要素１８ｂ
を固定する。案内要素１８ｂをさらにもっと固定するために、通路開口部２８ｂを通って
、またローラブラインドウェブ１０ｂの外部領域のローラブラインドウェブ材料を通って
進む縫い目３０ｂが、縫い目３６ｂの反対側にある案内要素１８ｂの側部を進む。
【００３８】
　図８は、本発明のさらなる実施形態を示している。
【００３９】
　この場合、図６及び図７に例示されている案内要素とは異なり、案内要素１８ｃは、通
路開口部を有さず、代わりに、側方の窪み３８ｃを有する。個々の縫い目３０ｃが、窪み
３８ｃ内を進み、したがって、案内要素１８ｃがローラブラインドウェブ１０ｃに対して
スリップするのが防止される。さらなる縫い目３６ｃが、外縁部２２ｃをローラブライン
ドウェブ１０ｃに接続し、したがってポケット２４ｃが形成される。
【００４０】
　図９は、本発明の別の実施形態を示している。
【００４１】
　この場合、ローラブラインドウェブ１０ｄの側方の外部領域は、外縁部２２ｄを折り返
すことにより、ポケット２４ｄを形成する。通路開口部又は窪みを有する必要がない案内
要素１８ｄが、ポケット２４ｄ内に配置される。固締要素４０ｄが、互いに距離を隔てて
案内要素１８ｄに固締される。例示されている例においては、これらの固締要素４０ｄは
、接着層を有するプラスチック材料でできた片であり、この接着層は、案内要素１８ｄの
表面に接続される。しかし、固締要素は、案内要素１８ｄを中心として折り返され得るこ
とも考えられる。
【００４２】
　固締要素４０ｄは、案内要素１８ｄからやや離れて延在する。１つの縫い目３６ｄが、
外縁部２２ｄをローラブラインドウェブ１０ｄに、また固締要素４０ｄをローラブライン
ドウェブ１０ｄに接続する。したがって、固締要素４０ｄが案内要素に固定接続され、固
締要素４０ｄが縫い目３６ｄによりローラブラインドウェブ１０ｄに固定されるので、案
内要素１８ｄは、ローラブラインドウェブ１０ｄに固定される。
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【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】従来のローラブラインド装置を示す概略図
【図２】図１に例示されている従来のローラブラインド装置を示す詳細図
【図３】案内要素の案内を示す詳細図
【図４】案内要素の案内を示す詳細図
【図５】案内要素をローラブラインドウェブに固定する実施形態を示す図
【図６】案内要素をローラブラインドウェブに固定する実施形態を示す図
【図７】案内要素をローラブラインドウェブに固定する実施形態を示す図
【図８】案内要素をローラブラインドウェブに固定する実施形態を示す図
【図９】案内要素をローラブラインドウェブに固定する実施形態を示す図
【符号の説明】
【００４４】
　１０…ローラブラインドウェブ、１２…巻取チューブ、１４…車体構造に固定された軸
受け、１６…テンションフレーム、１８…案内要素、２０…案内、２２…外縁部、２４…
ポケット、２６…縫い目、２８…通路開口部、３０…縫い目、３２…折り返された縁部、
３６…縫い目、３８…窪み、４０…固締要素

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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